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Ⅰ 問題と目的
近年，ワーキングプアと呼ばれる層が拡大し，その主原因として非正規雇用の問題が注目を集めて
いる。厚生労働省による２００８年版『労働経済白書』は，低賃金と長時間労働，パートや派遣といった
不安定雇用の増加などの理由で苦しい状況に置かれている日本の労働者について報告しており，満足
度については雇用の安定や収入，仕事のやりがいなど，ほぼすべての項目が１９９０代以降，悪化してい
ると述べている。企業が競争力強化のために進めた正社員の絞り込みとパート・派遣など非正規雇用
の拡大が，かえって生産性の上昇を停滞させている事態など，非正規雇用の正規雇用化や成果主義・
業績主義賃金の見直しなども提言されている。日本労働組合総連合会（連合）も，２００８年春季生活闘
争のスローガンとして「非正規も正規も働く仲間 賃金改善・働き方改革でワーク・ライフ・バラン
スを」を掲げ，「格差社会からの脱却のために，賃金の底上げと格差是正に結びつく賃金改善，非正
規労働者の処遇改善や正社員化」を方針としている。本来は，“労働組合員”という“正社員”の利
益を代表する連合でさえ非正規雇用の問題を取り上げるように，この１０年のうちに非正規従業員が増
加し，ワーキングプアと呼ばれる層が社会問題となってきた。
『労働経済白書』（２００８）によると，全労働者に占める正規雇用の割合が低下を続ける一方，非正
規雇用の割合が２００７年度には３３．７％にまで拡大し，特に派遣社員の構成比は２００２年の０．８％から０７年
の２．４％へ３倍も広がっているという。また，正社員を希望しながらやむなく非正社員として働く労
働者の数も増えており，非正社員の８割以上が正社員を希望しているとの記述もある。このように正
社員としての雇用機会がないために，やむなく非自発的に不安定かつ低賃金の非正社員としての働き
方を選択した者が多いことは事実としても，一方で佐藤・小泉（２００７）は，非正規雇用という選択肢
を選んだ層も少なからず存在することを指摘している。厚生労働省も，２００６年度版の『労働経済白
書』においては「非正規雇用者の増加が続く一方，２００６年に入り正規雇用者が増加している。自ら積
極的な理由で非正規という雇用形態を選択しているものが増加している一方で，消極的な理由も２割
程度みられていることに注意が必要である」と述べており，自ら積極的に非正規従業員を選択する層
も存在し，増加していることを報告している。
独立行政法人労働政策研究・研修機構の『多様な働き方をめぐる論点分析報告書』（２００６）の中で
は，非正規の雇用が増大したのは企業活動の要請で進展した働き方の多様化に加え，働く人の多様化
が大きな要因になっていることが指摘されている。働き方の多様化とは，働く時間・時間帯，働く場
所，雇用の期間をはじめとする契約形態の多様化や，IT技術の進歩などにより在宅勤務ができるな
ど，働く場所の面での多様化などが含まれる。働く人の多様化としては，以下の５点があげられてい
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る。
①育児・子育て，老親の介護など，家庭生活上の課題をもっており，仕事と両立ということばかり
でなく，こちらの課題を優先させることが必要であることもある場合
②真に就きたい仕事がほかにあり，又はあるはずだと思っており，その仕事に就くための能力開発
等の準備を進めている場合
③仕事ではない人生の目的（趣味など）とでもいえるものをもっている場合
④体力，健康などの要因により一般的な時間数働くことが難しい場合（例：高齢者など）
⑤当該就業から得られる収入が，家計の維持にとってそれほど重要性がなく，一般的な時間数働い
て一般的な水準の所得を得ることを必ずしも必要としない場合（例：いわゆる「専業主婦」の就
業や学生アルバイト）
このように雇用者側と被雇用者側の双方のニーズが一致し，非正規雇用が拡大している部分もある
が，それに厳しい経済情勢の要因が加わったとき，労働コスト削減の方策として非正規雇用が急激に
進む，と同報告書では述べられている。
非正規雇用の増加は様々な問題をもたらすが，非正規雇用者の中には自分のニーズやライフスタイ
ルを充足しやすい働き方として非正規雇用を選択している層も存在し，そのような層にとってそれは
不可欠な働き方であるともいえる。一方で，今後従事したい働き方として正社員を希望する者も一定
比率存在することも報告されており，このような層に対しては正社員登用の施策や能力開発の支援な
どが必要であることが指摘されている（佐藤・小泉，２００７）。このような背景から，非正規雇用の問
題を扱う場合には，非正規従業員がどのような働き方を志向し，職業生活上の希望を持っているのか
を把握することが不可欠であり，その上でその志向性に応じた対策や支援を行うことが非常に重要で
あることがわかる。本稿では，このような観点から主にホワイトカラー系の職務に従事する非正規従
業員を取り上げ，彼らをその働き方と志向性から分類することで，どのような層に正社員化の道筋や
キャリア支援が必要であるのかを明らかにし，非正規従業員の管理・雇用に関して有益な知見を得る
ことを目的とする。
Ⅱ 対象と方法
調査対象者は一部上場の非製造業企業に働く非正規従業員（パート，派遣社員，契約社員，その
他）である。調査期間は２００７年１０月の１ヶ月間であり，対象者に調査票を配布し，無記名方式にて回
答票を回収した（有効回答数：３８，０５４件）。
〈正社員との比較データ〉
一般正社員と非正規雇用者のワーク・モティベーションの水準を比較検討するため，社団法人国際
経済労働研究所および応用社会心理学研究所が共同で研究・管理を行っている“ワーク・モティベー
ション・データベース”を使用した。サンプル総数約２１万件（１１０組織）のデータベースから全組織
の１％に相当するデータを無作為抽出した１５，４０４件を対象に，ワーク・モティベーション調査項目の
有効回答票１０，０８７件を使用した。データベースに含まれる業種は，自動車，電機，建設，食品，小
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売・流通，商社，サービス，素材・エネルギー，情報・IT，金融など多岐に渡り，全国の主要な企業
が含まれている。
Ⅲ 結果と考察
１．非正規従業員のプロフィール
非正規従業員の構成は，派遣社員が最も多く６割を占め，次いで契約社員（２５．６％），パート
（１１．７％）となっていた。従事する職務は，主に事務，販売・営業などのホワイトカラー系の職務で
ある。
パート，契約社員，派遣社員ともに女性の割合が圧倒的に多く，男性は派遣社員，契約社員に主に
従事している。
学歴では，パートは女性が大半を占めるため，高校卒および短大・高専卒の割合が高く，派遣社
員，契約社員ではパートに比較すると大学卒の割合が高くなっていた。
表１．就業形態
非正規従業員
人数 ％
パート ４，４４１ １１．７
契約社員 ９，７６０ ２５．６
派遣社員 ２３，２７２ ６１．２
その他 ５８１ １．５
合 計 ３８，０５４ １００．０
表２．性・年齢分布
パート 契約社員 派遣社員 その他
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
男性３０歳未満 ５７ １．３ ８１１ ８．５ １，７９６ ８．０ ８９ １５．６
男性３０歳代 ４９ １．１ ７８７ ８．３ １，７４１ ７．７ １１１ １９．４
男性４０歳代 ２３ ０．５ ２５８ ２．７ ４８２ ２．１ ３０ ５．３
男性５０歳以上 ５７ １．３ ４０７ ４．３ ５４９ ２．４ ４８ ８．４
女性２５歳未満 １６２ ３．８ ５０６ ５．３ １，７１８ ７．６ １９ ３．３
女性２５～３０歳未満 ３０５ ７．１ １，２０２ １２．６ ４，４５４ １９．８ ５７ １０．０
女性３０～３５歳未満 ４６２ １０．７ １，４９０ １５．７ ５，００６ ２２．２ ８０ １４．０
女性３５～４０歳未満 ５６２ １３．１ １，２４６ １３．１ ３，３４３ １４．８ ４６ ８．１
女性４０歳代 １，３６７ ３１．７ １，９８９ ２０．９ ２，９３１ １３．０ ６１ １０．７
女性５０歳以上 １，２６２ ２９．３ ８１７ ８．６ ５１０ ２．３ ３０ ５．３
合 計 ４，３０６ １００．０ ９，５１３ １００．０ ２２，５３０ １００．０ ５７１ １００．０
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２．非正規従業員の志向性：仕事選択理由の構造
非正規従業員がどのような志向や理由から現在の仕事を選択したのかを把握し，類型化を行うため
に「現在の仕事を選択した理由」および「理想とする非正規従業員の仕事形態」，「正社員志向」を測
定する各項目について因子分析を行った（主因子法・プロマックス回転）。使用項目は表４に記載し
た。
表３ 学歴
パート 契約社員 派遣社員 その他
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
高校卒 １，９６１ ４４．９ ３，８６９ ４０．２ ７，９８９ ３４．９ １８９ ３２．８
専修学校・各種学校卒 ５８２ １３．３ １，３６４ １４．２ ３，８２１ １６．７ １１８ ２０．５
短大・高専卒 １，１１８ ２５．６ ２，１３２ ２２．２ ５，２１０ ２２．８ ８２ １４．２
大学卒 ６５０ １４．９ ２，０６８ ２１．５ ５，４２３ ２３．７ １６６ ２８．８
大学院卒 ８ ０．２ ５８ ０．６ １３１ ０．６ １２ ２．１
その他 ４７ １．１ １２２ １．３ ３１７ １．４ ９ １．６
合 計 ４，３６６ １００．０ ９，６１３ １００．０ ２２，８９１ １００．０ ５７６ １００．０
表４ 因子分析に使用した項目
項目分類 問番号 項 目
Ｑ１７   （理想）仕事を通じてさまざまな経験ができて面白い
Ｑ１７  （理想）将来の職業生活に役立つ技術や能力，知識を高められる
社会参加志向 Ｑ１７  （理想）広く社会にかかわることができ，はりあいを感じる
Ｑ１７  （理想）キャリアアップ（今後の経歴）の足がかりとなる
Ｑ１７  （理想）社会の一員であることを実感できる
Ｑ３  仕事内容に興味が持てたから
興 味 選 択 Ｑ３  やりたい仕事だったから
Ｑ３  他になかったから，しかたなく
拘束嫌遠選択
Ｑ３   自分を一つの型にはめたくないから
Ｑ３  社会に拘束されたくないから
拘 束 嫌 遠
Ｑ１７  （理想）自分が働きたい時だけ働けるので都合がよい
Ｑ１７  （理想）会社に拘束されないで働ける
Ｑ３  仕事以外のことで両立したいことがあるから
仕事以外両立 Ｑ１７ 	 （理想）仕事以外の生活と両立して働ける
Ｑ１８   仕事以外の事柄をできるだけ充実させている
家事優先選択
Ｑ３ 	 家庭（家事・育児・介護など）の事情があったから
Ｑ３ 
 非課税限度額内で働きたいから
Ｑ１８  何がなんでも正社員として働きたい
正 社 員 志 向 Ｑ１８  今の仕事内容で正社員を目指したが，かなわなかった
Ｑ１７  （理想）正社員の仕事につくまでのつなぎである
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因子の決定については，著者らが９０年代に行った先行研究（株式会社応用社会心理学研究所・リク
ルートフロム・エー，１９９６）で報告されている因子との整合性も鑑みて，計７因子を抽出した。（表
５参照）。
各因子の解釈と命名については以下の通りである。
【第１因子 社会参加志向】
この因子には，非正規従業員の仕事を「さまざまな経験ができ，能力，知識が高められ，キャリア
アップの足がかりとなる」と評価する姿勢や，仕事を通じて「社会とかかわることのはりあいや，一
員としての実感」を得るといった社会との接点を積極的に見出そうとする姿勢が含まれていた。仕事
を通じて社会参加することを重要と考える意識が強く，「社会参加志向」と命名した。
表５ 因子分析結果（主因子法・プロマックス回転）
第１
因子
第２
因子
第３
因子
第４
因子
第５
因子
第６
因子
第７
因子 共通性
小分類
（因子名） 大分類
Ｑ１７０２（理想）将来の職業生活に役立つ技術や能力，知識を高められる ８４ －４ ５ ３ －５ ３ －９ ０．６７
（第１因子）
社会参考
志向
Ｑ１７０３（理想）広く社会にかかわることができて，はりあいを感じる ７８ ０ －２ －２ ０ －７ １４ ０．６４
Ｑ１７０４（理想）キャリアアップ（今後の経歴）の足がかりとなる ７５ －２ ５ ７ ３ －２ －５ ０．５７
Ｑ１７０１（理想）仕事を通じてさまざまな経験ができて面白い ７０ ４ ２ －５ －２ ８ －９ ０．５３ 仕事内容
Ｑ１７０６（理想）社会の一員であることを実感できる ４６ ７ －６ －２ １３ －６ １５ ０．３０
Ｑ３０５ やりたい仕事だったから －３ ８９ ３ ６ ５ －５ ２ ０．８０
Ｑ３０４ 仕事内容に興味が持てたから ２ ８３ ６ ５ －１ １ －１ ０．７２（第２因子）興味選択
Ｑ３１２ 他になかったから，しかたなく －９ －４６ ８ ２２ ４ －１３ ８ ０．２９
Ｑ３０２ 社会に拘束されたくないから －２ －４ ８４ －５ ９ ２ －５ ０．７６（第３因子）
拘束嫌遠
選択Ｑ３０１ 自分を一つの型にはめたくないから ７ ８ ６６ ４ －２ －７ ４ ０．４４
Ｑ１７０８（理想）会社に拘束されないで働ける －３ ３ ８ ３ ７８ ８ －１１ ０．６９（第５因子）
拘束嫌遠
Ｑ１７０５（理想）自分が働きたい時だけ働けるので都合がよい １０ －３ ０ －２ ５６ ３ １８ ０．４４
Ｑ３０３ 仕事以外のことで両立したいことがあるから －４ －１ ３４ １ －１１ ５４ １７ ０．５８
（第６因子）
仕事以外
両立
拘束
拒否性
Ｑ１７０９（理想）仕事以外の生活と両立して働ける ４ ５ －１５ －１ ３７ ５３ ５ ０．５７
Ｑ１８０１ 仕事以外の事柄をできるだけ充実させている －１ １ －２ －１ ６ ４５ －１０ ０．２１
Ｑ３０９ 家庭（家事・育児・介護など）の事情があったから １ －４ －３ ５ －４ ７ ６２ ０．３７（第７因子）
家事優先
選択Ｑ３１０ 非課税限度額内で働きたいから －２ －１ ６ －６ ９ －１１ ５１ ０．２９
Ｑ１８０２ 何がなんでも正社員として働きたい ４ ２ －８ ７９ －１０ ５ －３ ０．６８
Ｑ１７０７（理想）正社員の仕事につくまでのつなぎである －５ －１６ ７ ５３ ２１ ４ －５ ０．３４
（第４因子）
正社員志向
正社員
志向性
Ｑ１８０５ 今の仕事内容で正社員を目指したが，かなわなかった ０ ６ １ ５２ －４ －８ ７ ０．２９
固有値 ２．６９ １．７４ １．３８ １．２５ １．２４ １．０２ ０．８６ １０．１７
寄与率 ２６．５％１７．１％１３．６％１２．３％１２．１％１０．０％ ８．５％
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【第２因子 興味選択】
「やりたい仕事だったから，興味が持てたから」など，純粋に仕事に対する興味から現職を選択し
たという意識を示しており，「興味選択」と命名した。
【第３因子 拘束嫌遠選択】
「会社に拘束されないから」「自分を一つの型にはめたくないから」など，組織や会社からの拘束
を嫌うが故に非正規という非正規雇用を選択したという意識が反映されている。「拘束嫌遠選択」と
命名した。
【第４因子 正社員志向】
「何がなんでも正社員として働きたい」と考えており，非正規従業員の仕事については「正社員の
仕事につくまでのつなぎ」であることを前提とする意識が反映しており，「正社員志向」と命名し
た。
【第５因子 拘束嫌遠】
第３因子が会社からの拘束を嫌って非正規での雇用を選択したという意識を表しているのに対し
て，この第５因子は「自分が働きたいときだけ都合よく会社に拘束されないで働くことができる」と
いった融通のきく仕事を理想とする意識を表していた。そこで，「拘束嫌遠」と命名した。
【第６因子 仕事以外両立】
非正規雇用の選択理由や理想の仕事形態として「仕事以外の生活と両立したい」という意識が強く
反映していた。また，「仕事以外の事柄をできるだけ充実させている」という意識も強いため，「仕事
以外両立」因子と命名した。
【第７因子 家事優先選択】
「家庭の事情がある」「非課税限度内で働きたい」などを非正規雇用の選択理由とする意識を表し
ており，主に主婦パート層の意識を反映していると考えられるため，「家事優先選択」と命名した。
以上，７つの因子について，その意味からさらに整理を試みると，第１，第２因子はともに仕事自
体に対する積極性を示す因子だとみることができる。そこで，この２つの因子をまとめて「仕事内
容」への積極性を示す因子と定義した。第４因子「正社員志向」は，正社員を志向しながらも不本意
ながら非正規雇用に甘んじているという，現在の仕事形態を否定する要素が強い因子であり，これは
このまま単独で扱うこととした。次に，第３，５，６，７因子はいずれも，会社から一定の拘束を受
ける正社員とは異なる就業のあり方を志向し，会社からの拘束を嫌う意識，あるいは拘束を受けたく
ないから非正規雇用を選択するといった意識を示す因子だとみなすことができる。これら４つの因子
をまとめて「拘束拒否性」因子して定義した。
次に，因子分析で得られた７因子をさらに整理した「仕事内容」「拘束拒否性」「正社員志向性」の
３つの観点を用いて非正規従業員の類型化を試みた。
まず，それぞれの観点を構成する項目を単純加算によって合成し，すべての項目に対して「どちら
ともいえない＝３点」をつけた場合を中点として，それよりも高い場合を高群，低い場合を低群とし
て，２群を定義した。
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⑥積極的
非正規型
← 仕事内容への積極性 →
（積極的な仕事選択と社会参加志向）
← 正社員志向性 →
（正社員になりたいという気持ちの強さ）
← 仕事内容への積極性 →
（積極的な仕事選択と社会参加志向）
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① 仕事内容 ：社会参加志向（５項目），興味選択（３項目）を合成（中点は２４点）
② 拘束拒否 ：拘束嫌遠選択（２項目），拘束嫌遠（２項目），仕事以外両立（３項目），
家事優先選択（２項目）を合成（中点は２７点）
③ 正社員志向性：正社員志向（３項目）を合成（中点は９点）
３つの観点の高群，低群を組み合わせると２×２×２で８カテゴリが作成される。それぞれのカテ
ゴリの内容をさらに細分化あるいは統合して，図１に示されるような１０類型，「①非拘束社員型」「②
社会参加型」「③フリーランサー型」「④正社員予備型」「⑤正社員夢想型」「⑥積極的非正規型」「⑦
モラトリアム型」「⑧フリーター型」「⑨正社員ブランド型」「⑩フルタイムの非正規型」を得た。
３．非正規従業員の類型化
今回得られた非正規従業員１０類型は，会社という組織に拘束されることを嫌うかどうか（拘束拒否
性），仕事内容に対して積極的な姿勢があるかどうか（仕事内容の積極性），さらに，正社員になりた
いという希望が強いかどうか（正社員志向性）という３つの観点から類型化が行われている。以下で
は，正社員としての雇用を志向しているか否かによって各類型を２つに分大別して順にその特徴を記
述していく。
図１ 非正規従業員１０類型
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３－１．正社員志向の弱い類型【正社員志向性 弱】
◆仕事への積極性が高い【仕事内容 強】
◇会社に拘束されない働き方を志向【拘束拒否性 強】
会社にしばられない働き方を求め，正社員であることにはこだわっていないが，仕事への積極性は
ある層である。このタイプはさらに「家事優先選択」が高いか否かで「②社会参加型」と「③フリー
ランサー型」に分かれる。
②社会参加型（４．３％）【家事優先選択 強】
「家事優先選択」が強いことから，家事を優先しながらも家庭にこもらず社会参加のために仕
事をしたい，そのために非正規の就業形態を積極的に選択した類型とみることができる。
③フリーランサー型（９．２％）【家事優先選択 弱】
社会参加型と異なり「家事を優先したい」ことが非正規就業を積極的に選択した理由となって
いない。会社の拘束を嫌い，正社員での就業は希望していないが，仕事には積極的に取り組みた
いという意識を持っている。このことから，会社に属しない働き方，フリーランサー的な働き方
を志向しており，そのキャリアを磨くための一環として現職に就いている人々と考えられる。
◇会社に拘束されてもかまわない働き方を志向【拘束拒否性 弱】
⑥積極的非正規型（２３．２％）
正社員になることは希望していないが，会社からの拘束は受けても構わないという意識を持
つ，仕事への積極性が高い類型である。仕事には熱心であり，かつ現在の就業形態にも受容的な
非正規従業員の類型ということができる。
◆仕事への積極性が高い【仕事内容 強】 興味選択は低い【興味選択 弱】
⑦モラトリアム型（６．８％）
この類型は，「正社員を志向しない」という意味で非正規の就業形態には適合しているといえ
る。しかしながら，「仕事内容」のうち「社会参加志向」は高いものの「興味選択」が弱くなっ
ており，“現職”を特にこだわりなく，あるいは仕方なしに選んだ層だと考えられる。自己の
キャリアについて明確なイメージがない可能性もあり，モラトリアムの状態にある層だと位置づ
けた。
◆仕事への積極性が低い【仕事内容 弱】
◇会社に拘束されない働き方を志向【拘束拒否性 強】
⑧フリーター型（６．０％）【仕事以外両立 強】
この類型は，「（現在の）仕事以外のことでやりたいことがある」という意識が強く，現在の仕
事に対する積極性が低く，正社員を志向せず，また，会社からしばられたくないと考えている。
自己のライフスタイルを重視した働き方を志向していると考えられ，フリーター型と命名した。
参考）ニート型（０．３％）【仕事以外両立 弱】
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フリーター型が，仕事以外の生活には積極的に取り組んでいるのに対して，それすら積極的に
取り組んでいない人々も少ないながら存在する。この層は，現在，仕事をしているという意味で
純粋な意味ではあてはまらないが，近年，取り上げられている“ニート”的な人々だといえよ
う。全体に対する割合は少なくほとんど問題とならないので，類型としては取り上げないが参考
値として掲載した。
◇会社に拘束されてもかまわない働き方を志向【拘束拒否性 弱】
⑩フルタイムの非正規型（２７．４％）
前述の「積極的非正規型」とは，仕事への積極性において対照的な類型である。仕事に積極的
に取り組みたいとは考えていないものの，会社にしばられても構わない，しかし正社員になりた
いとは思っていないという層である。働き方としてはフルタイムで働いても構わないと考えてお
り，消極的な非正規従業員ということができる。
３－２．正社員志向の強い類型【正社員志向性 強】
◆仕事への積極性が高い【仕事内容 強】
◇会社にしばられない働き方を志向【拘束拒否性 強】
①非拘束社員型（３．３％）
会社にしばられない働き方を志向しながらも「正社員になりたい」と考えている，仕事に積極
的な非正規従業員の類型である。基本的には拘束を嫌うので，正社員として雇用された場合で
も，会社から拘束されない働き方があればそちらを選択すると考えられる。
◇会社にしばられてもかまわない働き方を志向【拘束拒否性 弱】
④正社員予備型（８．３％）
会社に拘束されてもかまわないと考え，正社員になることを希望し，仕事に対しても積極的な
層であり，まさしく“正社員予備”といえる類型である。当然のことながら，現在の非正規従業
員という就業形態は自身の志向性とは異なっており，適合していないといえる。
◆仕事への積極性は高い【仕事内容 強】 社会参加志向は低い【社会参加志向 弱】
⑤正社員夢想型（２．７％）
この類型は，意識的，特徴的には「正社員予備型」に近いが，「社会参加志向」が弱く，仕事
への積極性についてもやや不十分な面が見受けられる。従って，あえて「正社員予備型」と区別
する類型として独立させ，「正社員夢想型」と名付けた。
◆仕事への積極性が低い【仕事内容 弱】
⑨正社員ブランド型（８．６％）
正社員を志向してはいるものの，仕事に対して積極的ではない層である。働くことに対する積
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極性の低さから考えると必ずしも正規雇用が相応しいとはいえず，正社員の身分という“ブラン
ド”を望んでいる層の類型だといえる。
以上，各類型の中で最も多かったのは「フルタイムの非正規型」２７．４％であり，次に「積極的非正
規型」の２３．２％となっていた。これらの類型は，正社員になりたいとは思わないが，会社に拘束され
ても構わないと考えている非正規従業員であり，合わせると約５割を占めている。そのほかの類型で
は１０％を超えるものはなく，比較的多かったのは「フリーランサー型（９．２％）」「正社員ブランド型
（８．６％）」「正社員予備型（８．３％）」となっていた。
４．非正規従業員１０類型の属性および就業実態
次に，各類型が属性的にどのような特徴を持っているのかを検討した後，各々の働き方を検討して
いく。
まず，「正社員予備型」は男性に，それも３０歳未満～４０歳代までの層で比較的多く，これらの層で
は「フルタイムの非正規」が比較的少なくなっていた。男性５０歳以上になると「フルタイムの非正規
型」が増えるが，女性では４０歳以上の層で「社会参加型」と「フルタイムの非正規型」が比較的多
かった。就業形態ではパートで「社会参加型」がかなり多く，「正社員予備型」や「積極的非正規
型」が比較的少なくなっていた。
時給に関しては，実際にもらっている額では，８００円未満および８００円台の層では「社会参加型」が
表６ 非正規従業員１０類型の属性および就業実態
①非拘束
型社員
②社会参
加型
③フリー
ランサ
ー型
④正社員
予備型
⑤正社員
夢想型
⑥積極的
非正規
⑦モラト
リアム
⑧フリー
ター型
⑨正社員
ブラン
ド型
⑩フルタ
イムの
非正規
（参 考）
ニート型
全データ ３．３ ４．３ ９．２ ８．３ ２．７ ２３．２ ６．８ ６．０ ８．６ ２７．４ ０．３
性 別
男性 ４．６ １．２ ６．５ １５．９ ４．７ ２３．５ ５．８ ３．７ １１．６ ２２．４ ０．１
女性 ２．９ ５．１ ９．９ ６．４ ２．２ ２３．１ ７．１ ６．６ ７．８ ２８．５ ０．３
男性３０歳未満 ６．５ １．３ ７．６ １７．５ ５．１ ２１．６ ５．４ ４．２ １２．８ １８．０ ０．０
男性３０歳代 ４．９ ０．７ ６．０ １９．２ ５．５ ２３．４ ６．２ ３．１ １３．０ １７．９ ０．１
男性４０歳代 ２．５ １．０ ５．８ １６．０ ５．２ ２６．３ ５．６ ２．４ １３．１ ２２．１ ０．０
男性５０歳以上 ０．７ ２．２ ５．５ ３．３ １．４ ２７．７ ５．３ ４．３ ３．６ ４５．５ ０．４
性・年齢
女性２５歳未満 ５．０ ２．２ １０．３ ６．１ １．５ ２２．７ ８．４ ８．３ ８．１ ２６．９ ０．３
女性２５～３０歳未満 ３．７ ２．０ １２．６ ６．０ ２．２ ２２．０ ７．３ ８．４ ８．４ ２７．３ ０．２
女性３０～３５歳未満 ３．５ ２．７ １１．３ ７．１ ２．４ ２３．１ ７．２ ６．４ ８．５ ２７．６ ０．２
女性３５～４０歳未満 ２．９ ４．３ １０．１ ８．０ ３．０ ２３．５ ７．４ ５．６ ８．６ ２６．４ ０．３
女性４０歳代 １．９ ８．８ ６．９ ６．７ ２．５ ２３．５ ７．１ ４．７ ７．７ ２９．９ ０．３
女性５０歳以上 ０．７ １４．６ ６．２ ２．５ ０．８ ２４．７ ４．６ ７．８ ２．８ ３４．４ １．１
パート ２．１ ２０．２ ８．０ ３．７ １．７ １７．８ ３．９ ９．２ ５．２ ２７．４ ０．９
就業形態
契約社員 ２．８ ２．９ ５．４ １０．１ ３．４ ２４．９ ７．０ ３．５ １０．３ ２９．６ ０．２
派遣社員 ３．７ ２．０ １１．２ ８．３ ２．６ ２３．２ ７．３ ６．５ ８．６ ２６．３ ０．２
その他 ３．６ １．４ ４．５ ９．０ ２．９ ３１．５ ７．７ ３．６ ５．６ ２９．７ ０．４
※数値は全て割合（％）
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表７ 非正規従業員１０類型の時給（実際額および希望額）と１ヶ月の収入
①非拘束
型社員
②社会参
加型
③フリー
ランサ
ー型
④正社員
予備型
⑤正社員
夢想型
⑥積極的
非正規
⑦モラト
リアム
⑧フリー
ター型
⑨正社員
ブラン
ド型
⑩フルタ
イムの
非正規
（参考）
ニート型
全データ ３．３ ４．３ ９．２ ８．３ ２．７ ２３．２ ６．８ ６．０ ８．６ ２７．４ ０．３
８００円未満 ２．０ １６．５ ６．０ ４．９ １．６ ２１．２ ３．８ ７．８ ４．１ ３１．３ ０．９
８００円台 ２．５ １２．２ ６．２ ５．７ ２．２ ２０．０ ６．１ ７．２ ７．６ ２９．７ ０．７
９００円台 ３．２ ８．０ ６．０ ５．９ ２．６ ２０．８ ７．１ ５．２ １０．４ ３０．５ ０．３
１０００円台 ３．３ ３．５ ６．８ ８．０ ２．７ ２２．３ ７．４ ５．４ １０．７ ２９．７ ０．２
１１００円台 ４．４ ２．２ ８．１ ８．９ ２．７ ２２．５ ８．４ ５．１ ９．９ ２７．５ ０．３
１２００円台 ３．５ ２．１ ９．２ １０．０ ３．２ ２３．１ ７．６ ５．２ ９．６ ２６．４ ０．２
時 給
１３００円台 ３．３ ２．０ １１．７ ８．２ ３．０ ２３．１ ７．３ ６．０ ９．０ ２６．２ ０．２
１４００円台 ３．４ ２．１ １０．６ ９．６ ３．０ ２３．９ ７．３ ５．１ ８．４ ２６．４ ０．２
１５００円台 ３．３ １．９ １３．７ ９．０ ２．７ ２３．５ ５．８ ７．７ ７．３ ２４．９ ０．１
１６００円台 ３．５ １．６ １４．０ １０．３ ２．９ ２４．０ ６．４ ７．２ ７．０ ２２．９ ０．３
１７００円台 ４．４ ０．７ １４．２ １１．２ ２．５ ２８．１ ５．４ ７．２ ５．９ １９．９ ０．４
１８００円台 ４．０ １．９ １０．２ １０．４ ３．８ ２８．７ ４．３ ６．８ １０．９ １８．９ ０．０
１９００円台 １．８ ２．４ ９．５ １４．２ ５．９ ３２．５ ７．１ ４．７ ５．９ １５．４ ０．６
２０００円以上 ２．３ １．６ ７．９ １１．５ ３．５ ３３．９ ５．６ ４．４ ５．６ ２３．４ ０．２
８００円未満 １．８ １７．１ ６．３ ４．５ ０．０ ３０．６ ４．５ ６．３ ２．７ ２４．３ １．８
８００円台 ２．０ ２１．４ ７．８ ３．９ １．０ ２３．０ ４．１ ８．１ ２．４ ２５．６ ０．８
９００円台 ２．６ １７．０ ７．４ ４．２ １．３ ２１．８ ５．３ ８．４ ４．９ ２６．１ １．１
１０００円台 ２．８ １０．７ ６．３ ５．３ ２．１ ２１．１ ６．４ ６．４ ７．１ ３１．５ ０．３
１１００円台 ２．９ ３．６ ９．７ ７．９ ２．５ ２５．３ ７．１ ５．２ ８．５ ２７．１ ０．２
１２００円台 ３．３ ４．１ ７．９ ７．２ ２．６ ２２．８ ７．２ ６．５ ９．６ ２８．５ ０．３
希 望 の
時 給 額
１３００円台 ３．５ ２．８ １０．２ ７．８ ２．６ ２１．９ ８．２ ６．１ ９．４ ２７．４ ０．２
１４００円台 ３．２ ２．３ １２．７ ８．０ ２．２ ２３．１ ７．６ ６．４ ８．０ ２６．３ ０．２
１５００円台 ３．５ １．８ ９．１ ９．２ ３．２ ２２．８ ６．９ ５．１ １０．０ ２８．２ ０．２
１６００円台 ３．４ ２．１ １３．６ ８．２ ２．７ ２１．５ ６．５ ７．５ ８．２ ２５．８ ０．３
１７００円台 ３．９ １．５ １４．２ ９．９ ２．９ ２３．１ ７．０ ６．９ ７．１ ２３．３ ０．３
１８００円台 ３．２ １．５ ９．２ １１．９ ３．６ ２４．７ ６．３ ４．７ １０．１ ２４．８ ０．１
１９００円台 ２．６ ０．９ １２．１ １１．２ ３．０ ２６．７ ５．６ ８．２ ８．２ ２１．１ ０．４
２０００円以上 ４．０ １．１ ６．５ １３．３ ４．３ ２５．５ ６．４ ４．２ １０．５ ２４．１ ０．１
３万円未満 １．６ ２７．４ ９．７ ３．２ １．６ １６．１ ３．２ １４．５ ４．８ １４．５ ３．２
３～４万円未満 ５．５ ４６．６ ５．５ ０．０ １．４ １１．０ ０．０ １１．０ ０．０ １９．２ ０．０
４～５万円未満 ３．３ ４１．１ １０．０ １．１ ０．０ ８．９ ０．６ １７．２ ０．０ １６．１ １．７
５～６万円未満 ０．０ ４２．７ １１．５ ０．４ ０．８ ９．５ ２．３ １１．８ ０．８ １８．７ １．５
６～７万円未満 ２．４ ３６．８ ７．１ ０．４ ０．２ １３．５ ２．４ １６．８ ０．２ １８．５ １．７
１ヶ月の
収 入
７～８万円未満 ０．６ ３８．６ ８．８ １．５ ０．１ １２．８ １．１ １４．５ ０．８ １９．９ １．３
８～１０万円未満 ３．０ ２３．９ ７．４ ２．６ １．１ １７．４ ４．６ ９．１ ３．８ ２６．７ ０．６
１０～１２万円未満 ３．０ ４．４ ７．１ ６．４ ２．９ ２０．３ ６．７ ４．９ １０．５ ３３．４ ０．３
１２～１５万円未満 ３．８ １．９ ７．３ ７．７ ２．４ ２２．２ ８．１ ５．７ １０．５ ３０．３ ０．２
１５～２０万円未満 ３．５ １．６ １０．１ ８．８ ３．０ ２２．７ ７．４ ５．７ ９．６ ２７．３ ０．２
２０万円以上 ３．０ １．１ １０．６ １１．２ ３．２ ２８．８ ６．２ ４．９ ７．０ ２３．９ ０．２
※数値は全て割合（％）
５６３ホワイトカラー非正規従業員の働き方と志向性
－１８１－
多く，「社会参加型」では希望時給額も１０００円以下という回答が比較的多かった。これに対して，「積
極的非正規型」や「正社員予備型」は実際額が１８００円～１９００円台という回答が比較的多く，希望時給
額も高い傾向があり，「正社員予備型」では２０００円以上の希望時給額を回答する層も１３．３％と多く
なっていた。
１ヶ月の収入では，「社会参加型」は主婦パートが多いため非課税限度額との関係から１０万円未満
がほとんどであり，「フリーター型」も比較的収入が低い傾向がある。これに対して，「積極的非正規
型」や「フルタイムの非正規型」では１５～２０万円，２０万円以上の層が比較的多くなっていた。
勤続年数では「フリーランサー型」で１年未満の層が比較的多く，「フルタイムの非正規型」にお
表８ 非正規従業員１０類型の就業実態
①非拘束
型社員
②社会参
加型
③フリー
ランサ
ー型
④正社員
予備型
⑤正社員
夢想型
⑥積極的
非正規
⑦モラト
リアム
⑧フリー
ター型
⑨正社員
ブラン
ド型
⑩フルタ
イムの
非正規
（参考）
ニート型
全データ ３．３ ４．３ ９．２ ８．３ ２．７ ２３．２ ６．８ ６．０ ８．６ ２７．４ ０．３
１年未満 ４．７ ４．２ １５．２ ９．６ ２．５ ２５．６ ５．４ ６．６ ６．０ ２０．０ ０．２
１～２年未満 ３．２ ３．１ １０．０ ８．９ ３．１ ２３．２ ７．０ ５．９ ９．４ ２６．０ ０．３
２～３年未満 ３．７ ３．２ ８．５ ８．６ ３．１ ２２．６ ７．０ ６．１ ９．７ ２７．４ ０．２
３～４年未満 ３．２ ３．５ ７．２ ９．０ ３．２ ２１．７ ８．１ ５．２ １０．０ ２８．６ ０．２
４～５年未満 ２．８ ３．４ ６．６ ９．２ ２．７ ２１．３ ６．７ ５．３ １１．５ ３０．２ ０．２
勤続年数 ５～６年未満 ２．６ ４．５ ６．８ ７．５ ２．０ ２１．１ ７．７ ５．４ ９．３ ３２．９ ０．３
６～７年未満 ２．２ ４．７ ６．４ ７．９ ２．３ ２２．１ ７．２ ４．９ １０．３ ３１．８ ０．３
７～８年未満 ２．４ ５．６ ５．５ ７．５ ３．３ ２１．７ ８．１ ６．６ ８．４ ３０．８ ０．３
８～９年未満 ２．８ ３．９ ４．５ ８．２ ２．９ ２２．９ ７．０ ５．５ ９．２ ３２．７ ０．３
９～１０年未満 １．９ ７．３ ６．２ ６．８ ３．１ ２０．９ ８．１ ６．１ ７．３ ３１．９ ０．４
１０年以上 １．１ １１．８ ６．３ ４．８ ２．０ ２４．０ ５．６ ６．０ ５．３ ３２．３ ０．８
８時間以下 ３．９ ４．０ ９．８ ８．０ ２．８ ２０．９ ５．９ ７．１ ９．４ ２７．９ ０．４
９～１６時間 １．８ ３２．５ １０．０ ３．５ １．７ １５．０ ３．１ １０．６ ３．８ １７．５ ０．７
１７～２４時間 １．８ ３５．６ ９．９ １．２ ０．８ １３．９ ２．３ １４．９ ０．９ １７．６ １．１
１週間の
就業時間
２５～３２時間 ２．８ １２．９ ９．３ ４．７ １．９ ２２．２ ４．９ ８．８ ４．４ ２７．４ ０．６
３３～４０時間 ３．３ １．６ ９．５ ８．６ ２．９ ２３．８ ７．５ ５．４ ９．４ ２７．７ ０．２
４１～４８時間 ２．９ ０．８ ７．４ １２．０ ３．３ ２８．２ ６．９ ３．４ ８．９ ２６．１ ０．０
４８時間以上 ３．８ ２．２ ７．８ １０．３ ２．０ ２３．７ ６．３ ４．１ ９．１ ３０．４ ０．３
残業なし ３．１ ９．５ １１．０ ５．８ １．９ １９．１ ６．３ ９．０ ７．３ ２６．５ ０．５
１０時間未満 ３．５ ３．４ ９．６ ７．６ ２．８ ２３．２ ６．９ ６．０ ８．９ ２７．９ ０．２
１０～２０時間未満 ３．０ １．０ ７．７ １１．６ ３．７ ２６．６ ７．２ ３．４ ９．８ ２６．２ ０．０
２０～３０時間未満 ３．１ １．２ ５．８ １３．４ ３．３ ２８．３ ７．５ ２．９ ８．７ ２５．５ ０．２
月 間 の
残業時間
３０～４０時間未満 ３．４ ０．９ ５．９ １２．１ ３．０ ２６．６ ６．９ ２．１ ９．５ ２９．３ ０．３
４０～５０時間未満 ２．０ １．１ ５．４ １４．３ ３．４ ２９．８ ６．９ ２．３ ７．４ ２６．６ ０．６
５０～６０時間未満 １．０ １．０ ５．０ １１．０ ３．０ ３８．０ ８．０ １．０ ８．０ ２４．０ ０．０
６０～７０時間未満 ０．０ １０．８ ５．４ ２．７ ５．４ ２７．０ ２．７ ２．７ ５．４ ３７．８ ０．０
７０～８０時間未満 ０．０ ２６．２ ９．５ ７．１ ２．４ １１．９ ２．４ １６．７ ０．０ ２３．８ ０．０
８０時間以上 ３．３ ５．８ ９．１ ５．０ ２．５ １９．８ ４．１ ８．３ ２．５ ３８．０ １．７
※数値は全て割合（％）
５６４ 山 下 京
－１８２－
いて勤続年数が長い傾向があった。１週間の就業時間では，「社会参加型」は比較的就業時間が少な
く，「積極的非正規型」が多い傾向にあった。
５．非正規従業員１０類型の職務とこれまでのキャリア
次に，非正規従業員１０類型について，正社員の仕事内容との比較からみた職務内容と，過去の就職
活動状況，正社員経験などを検討した。
自分のしている仕事と正社員の仕事を比較して「正社員と全く同じ内容」であるという回答は「正
社員予備型」，「正社員夢想型」，「正社員ブランド型」に多く，「社会参加型」，「フリーランサー型」，
「フリーター型」では少なくなっていた。正社員の補助的な仕事という回答は，「フリーランサー
型」「フリーダー型」で多く，全く別の仕事という回答は「社会参加型」と「フリーター型」で多く
なっていた。
正社員として雇用されるための就職活動を行っていたかどうかについては，やはり，正社員志向性
の強い「正社員予備型」「正社員夢想型」「正社員ブランド型」，そして「非拘束型社員」で「継続し
て積極的に」「ある程度」という回答が多くなっていた。
また，正社員経験の有無については，「経験なし」は，「モラトリアム型」や「フリーランサー型」
「非拘束社員型」でやや多くなっていた。一方で「積極的非正規型」「正社員予備型」といった，仕
事に積極的で会社に縛られた働き方をしてもかまわないと考えている類型では「経験が今の仕事に活
かされている」と回答する人の割合が高くなっていた。
表９ 非正規従業員１０類型の職務（正社員との比較）
Ｑ５正社員と比較した仕事内容
正社員と全く同
じ内容 （％）
正社員と一部同
じ内容 （％）
正社員の
仕事の補助
（％）
正社員とはまっ
たく別の仕事
（％）
その他（％）
全データ ２３．０ ３６．８ １９．１ １８．５ ２．６
①非拘束社員型 ２３．８ ３７．３ ２２．７ １３．６ ２．６
②社会参加型 １１．０ ３３．５ １７．２ ３４．６ ３．６
③フリーランサー型 １４．０ ３７．７ ２８．２ １８．６ １．５
④正社員予備型 ３３．６ ３７．０ １６．９ １０．５ ２．０
⑤正社員夢想型 ２９．７ ３９．５ １４．８ １３．２ ２．８
⑥積極的非正規型 ２４．３ ３９．２ １９．１ １５．２ ２．２
⑦モラトリアム型 ２３．４ ３７．４ １８．６ １８．４ ２．３
⑧フリーター型 １２．３ ３２．９ ２５．８ ２６．５ ２．６
⑨正社員ブランド型 ２９．１ ３４．９ １６．６ １５．９ ３．５
⑩フルタイムの非正規型 ２３．３ ３６．２ １６．７ ２０．９ ２．９
（参考）ニート型 １７．５ ２８．２ １９．４ ３３．０ １．９
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６．非正規従業員１０類型の働きがい水準と職務満足
非正規従業員各類型のワーク・モティベーション水準を検討するため，他企業社員の平均値を５０点
になるように標準化した標準得点を用いた分析を行った。
仕事の楽しさや生きがい感を表す内発的なワーク・モティベーション（WM），仕事の継続意志に
表１１ 非正規従業員１０類型の正社員経験
Ｑ１３正社員経験はありますか
経験なし
（％）
経験はあるが，
今の仕事とは関係ない
（％）
経験があり，その経験が今
の仕事に活かされている
（％）
全データ １９．８ ６０．０ ２０．３
①非拘束社員型 ２２．８ ５４．７ ２２．５
②社会参加型 １２．０ ６９．１ １８．９
③フリーランサー型 ２２．９ ５５．５ ２１．６
④正社員予備型 １９．４ ５２．１ ２８．５
⑤正社員夢想型 １７．０ ５８．４ ２４．６
⑥積極的非正規型 １８．４ ５６．２ ２５．４
⑦モラトリアム型 ２３．０ ６０．９ １６．１
⑧フリーター型 ２２．３ ６４．７ １３．０
⑨正社員ブランド型 ２１．３ ６３．０ １５．７
⑩フルタイムの非正規型 １９．７ ６３．９ １６．４
（参考）ニート型 ２３．１ ６７．３ ９．６
表１０ 非正規従業員１０類型の就職活動実態
Ｑ１２正社員として雇用されるための就職活動をしたことがありますか
これまで継続して
積極的に（％）
ある程度
（％）
新卒時のみ
（％）
ない
（％）
全データ １０．２ ４８．１ ２４．４ １７．３
①非拘束社員型 １５．３ ５３．３ ２１．３ １０．１
②社会参加型 ３．１ ２９．９ ３７．３ ２９．７
③フリーランサー型 ６．０ ４４．７ ２９．１ ２０．１
④正社員予備型 １９．２ ５７．５ １６．２ ７．０
⑤正社員夢想型 ２０．４ ５５．７ １６．７ ７．２
⑥積極的非正規型 ８．４ ４８．０ ２５．２ １８．３
⑦モラトリアム型 １１．１ ４９．６ ２６．１ １３．２
⑧フリーター型 ５．２ ４０．８ ３０．６ ２３．３
⑨正社員ブランド型 ２１．２ ５６．４ １５．５ ６．９
⑩フルタイムの非正規型 ７．５ ４７．１ ２５．０ ２０．４
（参考）ニート型 １．９ ３３．７ ３５．６ ２８．８
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関する総合的ワーク・モティベーション，仕事に関する全般的満足度に関してはほぼ同じ傾向が見ら
れ，仕事に積極的な類型である「非拘束社員型」「正社員予備型」「積極的非正規型」では総じて高い
傾向がみられた。仕事に積極的な類型でも，興味をもって積極的に仕事選択を行っていない「モラト
リアム型」はいずれも低くなっており，もともと仕事に積極的ではない「フリーター型」，「正社員ブ
ランド型」，「フルタイムの非正規型」ではいずれもが低い傾向がみられた。組織に対するコミットメ
ントを表す会社関与に関しては，「正社員予備型」が比較的高かった。給与の水準に関する満足度は
「非拘束社員型」「積極的非正規型」「社会参加型」「フリーランサー型」で高く，「正社員ブランド
型」，「正社員夢想型」で低い傾向にあった。同じ，正社員志向が高い類型であっても，「正社員予備
型」は働きがい水準が高く，不満が少ないが，「正社員ブランド型」では働きがいが低く，不満が多
いという傾向がみられ，「正社員夢想型」でも不満度が比較的高い傾向があることが確認された。
Ⅳ まとめと展望
非製造業企業で働くホワイトカラー系非正規従業員（派遣社員，契約社員，パート）を，その働き
方と志向性から分類し，類型化を行った結果，「非拘束社員型」「社会参加型」「フリーランサー型」
「正社員予備型」「正社員夢想型」「積極的非正規型」「モラトリアム型」「フリーター型」「正社員ブ
ランド型」「フルタイムの非正規型」の１０類型を見いだし，それらの類型の特徴や働き方，働きがい
や満足などに関して検討を行った。
正社員志向が高い類型は「非拘束社員型」「正社員予備型」「正社員夢想型」「正社員ブランド型」
の４類型であり，これら非正規雇用に甘んじているものの，正規雇用を志向し「正社員と同じ仕事を
表１２ 非正規従業員１０類型のワーク・モティベーション（WM）および職務満足度
内発的WM 総合的WM
全般的に今の
仕事にとても
満足している
会社関与 給与の水準 地位・昇進
全 体 ４８．７ ４９．０ ４８．４ ４６．１ ５０．６ ４６．７
①非拘束社員型 ５２．４ ５１．７ ５１．７ ４８．９ ５２．２ ４６．２
②社会参加型 ５１．６ ５２．９ ５１．５ ４８．３ ５３．４ ５１．０
③フリーランサー型 ５０．８ ５０．２ ５１．３ ４８．３ ５４．８ ５０．７
④正社員予備型 ５４．４ ５４．１ ５２．４ ５０．６ ４９．７ ４４．７
⑤正社員夢想型 ５１．０ ５１．６ ４９．５ ４６．９ ４７．８ ４２．２
⑥積極的非正規型 ５３．４ ５３．５ ５２．５ ４９．８ ５３．３ ４９．８
⑦モラトリアム型 ４５．９ ４５．９ ４５．９ ４５．４ ４９．３ ４５．６
⑧フリーター型 ４４．３ ４４．９ ４６．０ ４２．６ ５１．２ ４７．６
⑨正社員ブランド型 ４３．０ ４３．０ ４２．４ ４１．５ ４４．８ ３９．６
⑩フルタイムの非正規型 ４４．６ ４５．７ ４４．９ ４２．６ ４８．８ ４５．６
（参考）ニート型 ４２．５ ４３．５ ４２．４ ４１．１ ４７．４ ４５．９
※数値は，他企業社員の平均値を５０点として標準化した標準得点
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している」という意識が高い層は合計すると２２．９％であった。この数値は，正社員になれない非正規
雇用者として前出の独立行政法人労働政策研究・研修機構が報告している結果とほぼ近似している。
しかし，今回の検討で見る限り，これら正社員を希望する類型間では意識に大きな差がみられる。
「非拘束社員型」，「正社員予備型」は仕事に対する姿勢が積極的で働きがいも高いが，「正社員ブラ
ンド型」，そして「正社員夢想型」は仕事に対する姿勢はそれほど積極的ではない。これまでの職業
生活において正社員として雇用されるための就職活動を行ってきたかという設問に対しては「正社員
予備型」，「非拘束社員型」，「正社員夢想型」，「正社員ブランド型」のいずれもが「継続して積極的
に」「ある程度」という回答が比較的多く，これらの類型は，一見，真摯に正社員を目指しているよ
うに見える。しかしながら，「正社員予備型」では「正社員経験があり，それが今の仕事に活かされ
ている」と回答する割合が高く，現在，非正規雇用の立場を通して自己のキャリアを着実に積み重ね
ていこうとする志向がうかがえるが，これに対して「正社員ブランド型」はそうではない。正社員に
なりたいと思ってはいるものの，自己の能力や適性を把握し，長いスパンでのキャリア形成を考えて
仕事選択を行う姿勢が弱く，仕事に対する態度も積極的でなく働きがいや職務満足度も低い。このこ
とを考えると，近年，問題になっている，仕事に積極的で努力しているにもかかわらず正社員になれ
ない非正規雇用者は，今回の類型で見る限り「非拘束社員型」，「正社員予備型」のみを合計したおよ
そ１０％となると考えられる。非正規従業員を正社員として登用する道を考えるなら，まずこれらの層
を対象にすることが妥当であろう。本稿では直接に取り上げていないが「非拘束社員型」と「正社員
予備型」は，企業の制度として「正社員への登用がある」ことを重要視しているという傾向もみられ
る。「非拘束社員型」と「正社員予備型」は全国データの一般企業の「正社員」と比較しても高い働
きがい水準を示しており，組織に対する関与意識や職務満足度も比較的高いという特徴を持ってい
る。こうした層の仕事に対する積極性を活かし，今後も高いワーク・モティベーションを維持して働
き続けていってもらうためには，努力次第で正社員として雇用される道が開かれていることが重要で
あり，これが雇用管理上のポイントとなると考えられる。
一方で，正社員志向の強い「正社員ブランド型」「正社員夢想型」については，データから見る限
り正社員への登用は一考を要する。彼らは，「正社員と全く同じ内容の仕事」をしているという意識
が強いが，それほど真剣に取り組んでいるわけではなく，これまでの職業生活においてあまり深く
キャリア形成のための努力をしてこなかった可能性が高い。正社員並みに仕事をしていると思ってい
るため仕事に関する不満が多く，働きがいも低い。この傾向は特に「正社員ブランド型」で強い。当
初，その志向性から類型化し，命名した「正社員ブランド型」という類型だが，まさにプライドや社
会的評価満足させるためのブランドとして「正社員」という身分を求めている層だといえよう。
夢をおいかけ，その実現のために非正規雇用の働き方を選択し，アルバイトをしているような若者
をフリーターと呼び始めたのは１９８０年代末のことである。今回のデータで見いだされた非正規従業員
の類型化の中で，明確に「フリーター型」と命名されたのはわずか６．０％であり，初期のフリーター
像のように自分のやりたいことを追求するためにあえて非正規雇用を選択したという層はそれほど多
いわけではないことが確認された。この層は「仕事以外のことでやりたいことがある」からこそ会社
に縛られたくないと考え，正社員を志向せず，現在のライフスタイルを重視した働き方を志向してい
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る。現在の非正規雇用の形態が適合しているといえる。同様に，「社会参加型」「フリーランサー型」
「積極的非正規型」「フルタイムの非正規型」なども現在の非正規雇用の形態が比較的適合している
類型だといえる。ただし２３．２％と２番目に該当者の多い類型である「積極的非正規型」に関しては，
「仕事の能力やキャリアアップのための教育や研修がある」「能力や経験，試験などによって昇進や
役職がつく制度がある」「仕事の成果に応じて報償や表彰がある」といった正社員と同様の制度・施
策を比較的重要と考えており，勤続年数も比較的長いことから，このような正社員に近い人事制度を
適用することが働きがいを促進するポイントになる可能性がある。
「モラトリアム型」も非正規雇用に比較的合致した層だといえるが，この層に関しては正社員経験
が比較的少なく，明確に自分のやりたい仕事のイメージを持っていない可能性が高い。このことが働
きがいの低さにも影響していると考えられる。熊沢（２００７）は，９０年代の半ば以降，かつては順調
だった学校から職場への順調なトランジションが困難になった結果，フリーター層が増加したと述べ
ているが，本稿で取り上げた「モラトリアム型」はこういった層にあたるのかもしれない（「モラト
リアム型」で特に若年層が多い傾向はみられないが）。このような層に対しては，職業スキルの習得
や能力開発の機会を提供し，継続的なキャリア形成に結びつく取り組みを行うことが有効であり，モ
ラトリアム状態からの脱却のための社会的な支援が必要であるといえる。
最後に，今回の報告で注意を要する点を述べる。今回調査を行ったのはホワイトカラー系の非正規
従業員であり，この意味では，格差問題で取り上げられることの多い製造業派遣に従事する非正規雇
用者の意識や実態を反映したものではない。企業の規模も大きく，安定しており，勤続年数の長い非
正規雇用者も少なくない。角倉（２００６）で取り上げられているような「ワーキングプア」層にはあて
はまりにくく，非正規雇用者としては比較的恵まれている層である可能性が高い。製造業での現場に
おける非正規雇用者では相当異なった類型と労働実態が観察されると考えられるので，製造業におい
ても同様の検討を行う必要があろう。
非正規雇用という働き方は，佐藤・小泉（２００７）が述べるように，コスト削減という企業側の都合
によってのみ増加している訳ではなく，多様な働き方を求める働き手の側からも今やなくてはならな
い就業形態であるといえる。企業側と雇用される側との双方が納得し，利益を得ることができる接点
を探ることが必要であり，そのためには個人の価値観やライフスタイルを尊重したマネジメントが不
可欠である（佐藤，２００７）。この意味で，本稿で扱われたデータは，大企業に属するホワイトカラー
系の非正規従業員という限定的なものではあるが，様々な志向性をもった非正規従業員を分類し，彼
らの働き方を把握した上で，非正規雇用が適合している層，正社員化の道筋や能力開発などのキャリ
ア支援が必要な層などを示すことができた。このことは十分に意味があり，非正規従業員の管理・雇
用に関して有益な知見を提供できたといえるだろう。
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